
新たな被害想定を踏まえた
災害拠点病院の必要数（試算）

〔今回提示：具体的試算方法〕
以下の①～④により試算した重傷者数と受入数を比較して、受入れ不足分を補うものとし、

災害拠点病院の必要数を算出

① 重傷者数（※）は、区部では都心南部直下地震、多摩では多摩東部直下地震（いずれも冬１８時
風速８ｍ/ｓ）の被害量を用いる。また、阪神・淡路大震災時での「病院等で亡くなった方の割合」
１０．４％の数字に基づき、被害想定における死者数のうちの同割合を重傷者数に加算する。
※ 被害想定上の重傷者は、「当該災害により負傷し、医師の治療を受け、又は受ける必要のある者のうち１月以上の治療を要する見込み
のもの」と定義

② 受入数は、空床ベッド（下記③）と待合室等のスペース（下記④）による収容人数の合算（従前どおり）

③ 空床ベッドは、災害拠点病院の許可病床（一般病床）のうち２４％相当とする。（従前は３０％）
都の一般病床利用率（令和元年「病院報告」）が７６％であることから、空床率を２４％と設定

④ スペースによる収容人数は、医療従事者の被災等を考慮し、時間の経過とともに収容機能が整うこと
が想定されるが、重傷患者の医療ニーズ高い発災直後のフェーズにはスペースによる受入が十分に機能
しないと想定し、災害拠点病院の病床規模に応じて下記のとおりとする。

400床未満⇒0人、400床以上500床未満⇒80人、500床以上600床未満⇒100人、
600床以上700床未満⇒120人、700床以上800床未満⇒130人、800床以上900床未満⇒150人、
900床以上1,000床未満⇒170人、1,000床以上⇒190人

（④の考え方）
・ ４００床未満の災害拠点病院は、発災直後のフェーズにはスペースによる受入が十分に機能しないと想定し、
試算上はスペースによる受入数の設定を行わない。

・ 医療従事者の参集割合を８割（※）と見込み、スペースによる収容人数を上記③の空床相当数の０．８倍と設定し、
病床数１００床ごとに数字を設定する。（例：400床×0.24（空床相当割合）×0.8＝76.8→80人）
※ 日経新聞が一都三県（神奈川、埼玉、千葉）の災害拠点病院に行ったアンケート調査の結果における７２時間以内参集率（医師
７３％、看護師７８％）をもとに、８割の数字を設定
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（都心南部直下地震 冬１８時）

（多摩東部直下地震 冬１８時）

【区部】
災害拠点病院を追加で５か所指定すれば、
医療従事者が被災し、発災直後の参集が

困難となっても、区部の重傷者を区部全体
で収容することが可能という積算となる。

【多摩】
多摩合計で受入数が超過しているが、多

摩地区は地理的に広範囲であることを考慮
し、災害拠点病院を追加で２か所指定すれ
ば、医療従事者が被災し、発災直後の参集
が困難となっても、多摩地域の重傷者を収
容することが可能という積算となる。

新たな試算の結果、現在の８３病院に加え、７病院を追加指定して９０病院が必要
・指定に当たっては、引き続き、都全体で必要数の整備をすることを基本とし、圏域ごとの状況を考慮し新規指定
・圏域内に要件を充足する病院がない場合、近隣の医療圏から指定することもある。
・時間経過とともに収容機能が整うと想定されるが、発災直後にスペースによる受入が十分に機能しないと想定した試算

災害拠点病院の必要数試算結果（新被害想定）

※ 災害拠点病院をサポートする考えから、救急告示医療機関である病院を全て災害拠点連携病院とすることを目指している。
新たな被害想定では負傷者数が大きく減少しているが、引き続き多数の負傷者の発生が見込まれるため、災害拠点連携病院の指定に関する
従来の方針を継続し、都全体で多数の傷病者を受け入れるための体制整備を図っていく。
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